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【体育大会終了】 

 9 月２３日（土）第４９回体育大会を行いました。今年の猛暑も体育大会前は少し影をひそめ、爽や

かな空気の中での体育大会となりました。以下、閉会式での講評です。 

「皆さんお疲れ様でした。 

 1年生「ケセラセラ」 元気いっぱい、一生懸命楽しそうに踊れていました。 

 2 年生の「君とサマー」元気なかけ声、切れのいいダンスと集団行動を見せていただきました。 

「蝶舞勝美」の隠れた意味も聞かせていただきました。ありがとうございました。 

 そして、３年生。最初で最後の体育大会。松中史上初の 3 年生の男女合同のダンス、「シルエット」、

「学年天国」。夏休みからのダンスリーダーの取り組みとその頑張りにしっかり応えた皆さん。最高

学年としての責任を背負いながら頑張りぬいた皆さんに感動しました。ありがとうございました。 

 開会式では「Enjoy 体育大会」と言いました。「みんなの Enjoy」は、言葉は簡単できれいですが、

実はとても難しいことです。今日一日「みんなの Enjoy」が達成されていればこれほど愉快なこと

はありません。みなさんはいかがでしたか？ 

 体育大会は今日で終わってしまいましたが、学校生活は続きます。次の「みんなの Enjoy」に向か

ってまた頑張りましょう。 

 最後までご観覧いただきました会場の皆さま、本当にありがとうございました。 皆さまのおか

げをもちまして、体育大会を終わることができました。今後とも、本校の教育活動にご協力いただ

きますようお願いいたします。 ありがとうございました。」 

 

 

 

 



【体育大会のご感想をお聞かせください。】 

 第４９回体育大会について、参観いただいた保護者の皆様に、ご感想、ご意見をお聞きし、今後

の教育活動の改善に活かしていきたいと思います。お手数ですが下の QR コードを読み取ってい

ただき、ご記入ください。なお記入いただける期間は９月２９日（金）までといたします。よろしくお

願いいたします。 

https://forms.gle/y48MrRBmtch9VSNV7 

【勉強の仕方】   

体育大会が終了し、暑さも終わりが見えてきた感じがします。今回は勉強の話です。 

勉強の仕方として 

「わかっていないところがあったら、１つでも２つでもいいのでわかるようにする」 

ということがあげられます。当たり前のことなのですが、自分自身の勉強を振り返ってみてくださ

い。学校の宿題をやっていて、わかるところはやって、わからないところは答えを丸写しにして、な

んとか間に合わせて、提出した・・・になっていませんか。「宿題を提出すること」が目的になってい

ませんか。それはそれで大事なことかもしれませんが、それで力がつくでしょうか？ 

 「わからないことをわかるにする」ためには、 

① 「だれかに聞く、質問する」・・・・先生に聞く、家族に聞く、友だちに聞く 

② 「自分で調べる」・・・・教科書を調べる、辞書で調べる、インターネットで調べる 

などです。個人的には「聞く、質問する。」が手っ取り早いと思います。自分で自分を放っておかない

ことが大切です。自分自身で動くしかないのです。 

 


